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最先端研究開発支援プログラム担当室

最先端研究開発支援プログラム
（FIRST）について

中間評価までの成果と今後の課題
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（平成21年度～平成25年度）先端研究助成基金1,000億円

世界のトップを目指し、我が国の中長期的な国際競争力・底力の強化を図ることを目的
として、研究者が研究に専念できるような研究サポートチームの設置や研究資金の多
年度に渡る柔軟な使用により研究者最優先の研究開発を進めるプログラムとして創設。

内閣府 総合科学技術会議

課題募集・採択、プログラムの運営

⽂部科学省 先端研究助成基⾦助成⾦

⽇本学術振興会 先端研究助成基⾦

○５年で世界のトップを目指した30人の中心研究者を選定

○１人（１課題）あたり平均30億円
○基礎から応用まで、さまざまな分野の最先端の研究開発が対象
〇研究費は先端研究助成基金として、全額基金化して柔軟な使用が可能

プログラムの特長

基金を設置

基金の交付、執行、管理

中⼼研究者・研究⽀援担当機関

世界トップを目指した研究を推進

山中伸弥
（京都大教授）

田中耕一
（島津製作所

シニアフェロー）

村山斉
（東京大教授）

他２７名
・・・・

【iPS細胞技術の
確立】62億円

【次世代質量分析
システムの開発】
41億円

【宇宙の起源の解
明】34億円

※助成額は加速・強化費を含む
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最先端研究開発支援プログラム（FIRST）とは



最先端研究開発支援プログラム（FIRST）の30課題
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【平成24年7月～平成25年3月】

【平成25年度】

【平成26年度】

•研究課題の事後評価

•プログラムの事後評価

【平成23年7～11月】

•研究課題のフォローアップ

【平成22年3月】 研究開発の開始

•研究課題の中間評価

ＦＩＲＳＴの研究開発

【平成26年3月】 研究開発の終了

•研究課題のフォローアップ

FIRSTの運営プロセス、運営体制

内閣総理大臣（議長）、内閣官房長官、科学技術政策担当大臣、

総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、経済産業大臣、

有識者議員（７名）、日本学術会議会長 で構成

総合科学技術会議 本会議

有識者議員（７名）、日本学術会議会長 で構成

最先端研究開発支援プログラム推進チーム
（推進チーム）

科学技術政策担当大臣、副大臣、大臣政務官

有識者議員（７名）、日本学術会議会長 で構成

最先端研究開発支援推進会議（推進会議）
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ＦＩＲＳＴの制度設計、課題採択。

ＦＩＲＳＴ運営に係る重要事項を審議・決定。
30課題の中間評価の結果を決定。

ＦＩＲＳＴ研究課題の進捗管理を実施。
30課題のフォローアップ結果を決定。

30課題の中間評価の結果をとりまとめ。


